
本計画においては，第3節において述べるように・「自然環境質指数」を設乱たうえで，こ

れを運用するものであるが・この「自然環境質指数」摘成する要素として・「植物自然充実度」

を設定した0この「植物自然充実度」は・植生図を基礎に・植生評価を行ったうえで，算出した。

植生図からみた本県の主な植物群落は，65群落（開放水域を1群落とした。）に区分すること

ができる0また牒帯別にその生育分布硝色があることから6地帯に区分して植物の状況をみ

ると・次のとおりである。
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農家の屋敷の周辺や水田に接する山ぎわなど の沼沢地 兌ﾙnﾉ&���自�����h�｢� 
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自然が最も良く保薫されている所 伐採された後に二次的に生じる やや乾燥し易い，斜面中部から尾勧こ植林 ■やや湿潤な斜面下部や沢筋に植林 暖温帯域で自然が最も良く保護されている所 亶Y|ｹ&���自���x��x��x���)Y�ﾄx�)&�,ﾈｷY|ｹ&���� 


